
亜高山の草原や林縁に生える。高さ10-20cmになる。5-10個の葉が茎の上部にやや輪生状につく。葉は薄

く、広披針形で先がとがり、長さ2-7cm、幅1-2.5cm、ほとんど柄がない。6-7月、上部の葉腋から2-3cmの

花柄を伸ばし、上向きに花を開くが、1個のみの場合が多い。花冠は白色で径1.5-2cm、裂片は長楕円形
で先がとがる。

県内では1ヶ所に知られている。

生育地の草原環境等の保全が重要である。
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サクラソウ科

兵庫県ランク…ツマトリソウ
環境省ランク… －Lysimachia  europaea  (L.) U.Manns et Anderb. var. europaea


